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Ⅰ 総  論 

 １．松戸市の概要           

  ⑴ 松戸市の位置 

   千葉県の北西部（東葛飾地域）に位置し、西は江戸川を境に東京都（葛飾区）

と埼玉県（三郷市）に接し、南は市川市、東は鎌ヶ谷市、北は流山市・柏市と

接している。 

    また、都心より20㎞圏に位置し、市域は東西11.4㎞、南北11.5㎞、周囲 約 

56.1㎞、面積61.38ｋ㎡である。 

 

  ⑵ 地    勢 

    市域は東西11.4㎞、南北11.5㎞となっており、ほぼひし形をしている。また、

ＪＲ常磐線が市域西側をほぼ南北にはしり、これを境に江戸川に至る低地と下

総台地の一部に属する起伏の多い台地とに分割されている。 

    昭和３０年代までは、低地部分は水田に台地部分は畑作地域とした農耕が行

われていたが、現在では市域のほぼ全域が市街化されつつあり、一部の地域で

ネギ、カブ、梨等の生産が行なわれているが、さらに宅地化が進行しつつある。 
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⑶ 沿   革 

    本市の黎明は比較的古く、遠く原始時代にさかのぼり、市内各所の丘陵には多 

   数の貝塚が分布し竪穴住居址や多数の古墳が発見されおり、有力な土豪勢力が存 

在したことをうかがい知ることができる。また、各時代においても交通の要衝と 

して、さらに台地は城塞化した。 

    明治６年印旛県の廃止に伴い千葉県の管轄となり、東葛飾郡役所も旧松戸町に 

   設置され（大正１２年廃止）、これを契機に諸官署が次々と設置され、東葛飾地 

   域の政治的中心地としての機能を発揮するようになった。 

    さらに、昭和８年に明村を、同１３年に八柱村を合併し、同１８年に馬橋村・ 

   高木村を合併し、同年４月１日市制を施行するにいたった。 

    その後、昭和２９年に小金町、同３１年に沼南村の一部を編入し、現在の市域 

が確立された。 

    昭和３０年代になると新京成電鉄（松戸－津田沼）が開通し、同時に日本住宅 

公団による金ケ作土地区画整理事業の発表、常盤平団地の入居開始等を契機に爆 

発的な人口増加の兆しが現れ、都心への通勤時間が３０～４０分程度という地理 

的条件も相まって、昭和３６年以降毎年１万３千人以上の増加を記録した。 

 しかし、昭和５９年頃より社会増から自然増へ傾向が変化しつつある。昭和３ 

０年代後半からの人口増加が示すように、東京都内からの流入人口を受け入れ、 

首都圏の典型的な住宅都市として発展してきた。このような背景の下に、公共施 

設の整備・増設が急務とされ「快適で住み良い暮らしのために」を施策の体系に 

掲げ、中でも市民生活に直接関わりのあるごみ処理施設の整備を中心とした生活 

環境整備と清掃事業が推進されてきた。 

 

  ⑷ 人口の推移       

    本市が市制を施行した昭和１８年の人口は約４万人であったが、昭和３５年以 

   降爆発的な増加を記録し、昭和５４年までは毎年１万人以上の増加がみられ、中 

   でも昭和４４・４６年の両年は２万人台の増加となった。昭和５５年以降は人口 

増が鈍化したが、平成２６年１０月１日現在４８１，３４６人となっており、千 

葉県内で３番目に多い人口を保っている。 
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   人口及び世帯数の推移（各年１０月１日現在）   
 

 
年度 

 
世 帯 数 

人          口  
備     考 

 

総     数 男 女 

 S３０    13,875    68,363    34,024    34,339  第  8 回国勢調査 

 ３５    19,656    86,372    43,420    42,952  第  9 回国勢調査 

 ４０    41,913    160,001    82,001    78,000  第 10 回国勢調査 

 ４５    70,829    253,591    130,021    123,570  第 11 回国勢調査 

 ５０    102,830    344,558    175,911    168,647  第 12 回国勢調査 

 ５５    128,974    400,863    202,799    198,064  第 13 回国勢調査 

 ６０    139,855    427,473    215,909    211,564  第 14 回国勢調査 

Ｈ２    160,724    456,210    232,043    224,167  第 15 回国勢調査 

   ７    172,119    461,503    234,154    227,349  第 16 回国勢調査 

   ８    173,321    460,873    233,989    226,884  

   ９    175,331    461,126    234,083    227,043  

 １０    177,719    462,297    234,113    228,184  

 １１    180,765    464,609    235,079    229,530  

 １２    182,703    464,841    234,552    230,289  第 17 回国勢調査 

 １３ 

 

   185,717    467,197    235,495    231,702  

 １４ 

 

   189,159    470,759    236,962    233,797  

 

 

 

 １５ 

 

   191,865    472,728    237,433    235,295  

 １６ 

 

 

   194,245    474,078    238,065    236,013  

 １７ 

 

192,962 

 

 

   472,579    237,562 

 

   235,017 第 18 回国勢調査 

  １８    196,182    474,934    238,685    236,249  

 １９    199,670    476,792    239,654    237,138  

２０ 

 

206,420 

 

480,785 241,786 238,999  

 ２１ 210,152 484,194 243,634 240,560  

 ２２ 209,570 484,457 240,674 243,783 第 19 回国勢調査 

 ２３ 210,505 483,770 240,011 243,759  

 ２４ 210,266 480,579 238,253 242,326  

 ２５ 211,141 480,227 237,802 242,425   

２６ 213,200 481,346 238,282 243,064   
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松戸町誕生（松戸村矢切村

（石油箱１杯　５円）

松戸市都市計画決定 （２６地区） （し尿汲取手数料

ごみ収集有料化 　　　　　１樽　１５円）

３０年 新京成電鉄松戸－津田沼間

開通 松戸市汚物掃除規定廃止

特別清掃地域指定 し尿収集開始

２９年 小金町と合併（66,051人）

場の仮駅として開設

北松戸駅、競輪開催日停車

２７年 松戸駅東口を開設

松戸市報（広報）発刊

市立病院開院

像が国重要文化財に指定

２４年 千葉農業専門学校が千葉大

２５年 馬橋万満寺の木造金剛力士 松戸市汚物掃除規定を制定

学園芸学部となる

１８年 松戸町、高木村、馬橋村

合併、市制施行（40,433人）

１４年 千葉県松戸保健所設立

１７年 国立療養所松戸病院設置

１１年 常磐線上野－松戸駅間電化

１３年 八柱村と合併（21,506人）

８年 明村と合併（15,669人）

１０年 都営八柱霊園開設

昭和　２年 葛飾橋（鉄橋）架設

１２年 東武鉄道　船橋－野田開通

六実駅開設

松戸高校）設立

９年 国道６号道路認定

大正　５年 流山鉄道開通

８年 松戸実科高等女学校（県立

４４年 北小金駅開設

４２年 県立園芸専門学校設立

（千葉大学園芸学部）

３１年 常磐線全線開通

馬橋駅開設

田端ー土浦開通

松戸駅開設

日本鉄道㈱海岸線（常磐線）

設置

２２年

２．松戸市史及び清掃事業の変遷

清　掃　法　制　定　施　行

松戸市清掃条例及び同施行規則制定施行

年　　代 市　の　歴　史 ご　み　処　理 し　尿　処　理
明治　２年 五香六実入植開始

５年 松戸・小金郵便取扱所開設

１１年 東葛飾郡役所・松戸警察所

合併 人口約4,000人）

２９年
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国道６号松戸バイパス完成 清掃工場（六和）建設用地

市営小金水道給水開始 清掃工場（六和）完成

農協に代え丸協清掃事業

（不燃物収集開始）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律制定

昭和３１年 沼南村高柳地区編入

全面委託実施
ごみ収集週３回に

４５年 市役所新館完成 清　掃　法　全　部　廃　止

　分別）

４４年 すぐやる課設置 紙袋によるごみ収集開始 市有施設の委託収集
市営青果市場八ヶ崎に開設 （粗大・不燃・台所ごみに（全面委託実施）

市の人口２０万人を超える 平衛生処理場として操業開
始

４３年 総合卸売市場開設 金ケ作下水処理場に常盤平
し尿処理施設を併設し常盤

（総合病院となる）
４２年 国保市立病院上本郷へ移転 松戸市清掃条例の全面改正

清掃工場（六和）増設
（機械炉）

松戸市１市となる 委託収集開始

千葉県柏保健所が新設され、指定される
千葉県松戸保健所の管轄は

投入施設完成
４１年 市の人口１７万人を超える 市内全域が特別清掃地域に

共同組合に委託
４０年 県立小金高校が開校 金ケ作下水処理場に、し尿

３９年 市民会館完成

市制施行２０周年 交付規則制定
３８年 松戸市５ケ年計画作成 塵芥収集容器設置補助金 一般収集は委託

買収

３７年
松飛台工業団地造成 （固定炉）
安全都市宣言

３６年 串崎新田に市営火葬場完成 ごみ収集手数料の廃止 農協に収集一部委託

日本住宅公団常盤平団地入居
開始

金ケ作下水処理場操業３５年 稔台・北松戸に工業団地造成

３４年 市庁舎現在位置へ移転し、
旧庁舎を公民館として使用

３３年 北松戸駅常設駅に格上

造成開始 （し尿汲取三輪車1台購入）

　
日本住宅公団常盤平団地 一部直営による収集開始

年　　代 市　の　歴　史 ご　み　処　理 し　尿　処　理

３２年 電話自動化使用開始 し尿汲取三輪車を購入

回数券をたばこ屋等で販売
（70,503人） した
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清掃工場に塵芥粉砕機設置

ボックスヒル市と姉妹都市

婦人会館・勤労会館完成
市の人口４０万人を超える 公衆屑篭委託収集開始

５５年 上葛飾橋（松戸三郷有料橋） 第２清掃工場竣工
開通 （クリーンセンターに改称）

選別センター設置

５４年 第２次総合５ケ年計画スタート資源ごみ協同組合に委託

六和旧炉に電気集塵機設置

　・粗大ごみ

　・燃やせないごみ
　・資源ごみ

５３年 武蔵野線（新松戸以東開通） ４分別収集開始
新八柱駅開設 　・燃やせるごみ

宮前公衆便所完成

第４）

５２年 松戸市長期構想策定 第１中継所廃止
中継所設置（第２・第３・

活動開始

松戸運動公園完成
五香地区婦人会リサイクル

５１年 総合福祉会館完成 清掃工場（六和）に連続燃
青少年会館開館 焼式機械炉完成

市立松戸高校開校

５０年 日本住宅公団牧の原団地・ 不燃物収集業務を増強
梨香台団地完成 （４社委託とする）

名誉市民制定

４９年 第１次総合５ケ年計画 段ボールの資源化開始 第１中継所設置
図書館本館が移転

（自転車・テニス）

新松戸駅開設
国民体育大会開催

却炉を設置
４８年 武蔵野線開通 し尿海洋投入開始

清掃工場（六和）に流動焼

　規則制定施行
未熟児センター設置 松戸市廃棄物の処理及び清掃に関する条例及び同施行

年　　代 市　の　歴　史 ご　み　処　理 し　尿　処　理

提携
４７年 常盤平市民センター完成 松戸市清掃条例及び施行規則全部改正

常磐線複々線化完成
（千代田線相互乗入）

昭和４６年 日本住宅公団小金原団地完成
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量キャンペーンを展開）

昭和５６年 市民劇場完成 資源リサイクルセンター竣工 東部クリーンセンター竣工

生きがい福祉事業団発足 粗大ごみ委託収集開始 第４中継所廃止

設立 施設廃止
(財)おはなしキャラバン 常盤平衛生処理場し尿処理

５７年 千葉北導水路（坂川放水路 六和クリーンセンターに圧縮 北松戸公衆便所完成

（H5.3）
ごみ処理基本計画策定

４年 市役所完全土曜閉庁 日暮クリーンセンター内に
燃料化システム導入

廃棄物の処理及び清掃に関する法律改正施行

紙パック拠点回収開始
             (H3.10)

　・議会承認　　　（H3.11）

和名ケ谷クリーンセンター
の建設に着手

（補助制度を発足）

戸定歴史館完成 を廃止し、新たに集団回収
方式を導入

　
３年 北総開発鉄道全線開通 従来のリサイクル町会制度 生活排水処理基本計画策定

２年 中学校給食開始 ごみを減らす課設置（ごみ減

市民ギャラリー・消防訓練
センター開設

平成　元年 第４次総合５ケ年計画 新松戸公衆便所完成

県立西部図書館完成
６３年 矢切の渡しブーム 日暮クリーンセンター竣工

６２年 日本の道百選に常盤平さく 馬橋公衆便所完成
ら通が指定される

６１年 松戸駅西口高架遊歩道完成

松戸東警察署設置
松戸駅西口地下駐車場完成

　・有害ごみ
６０年 世界平和都市宣言

　・資源ごみ
　・粗大ごみ

　・燃やせるごみ
　・燃やせないごみ

５９年 第３次総合５ケ年計画 ５分別収集開始

小児医療センター開設

年　　代 市　の　歴　史 ご　み　処　理 し　尿　処　理

５８年 市制施行４０周年

等松戸排水機場完成） 梱包機設置
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館・森のホール21完成
福祉医療センター東松戸

和名ケ谷クリーンセンター
竣工　　（平成7年9月）

ホワイトホース市(旧ﾎﾞｯｸｽ

木製粗大ゴミ再生事業として
ミニリサイクルプラザを開設

事業系ごみ全面有料化

 

 

（平成12年5月15日）

（平成12年10月1日）

（平成13年3月）
燃料化システム廃止  

 
 

 

 

し尿海洋投入廃止

 
 

 
 

本部制を導入
１２年

１１年

（平成12年4月1日）

行政組織改革が行われ、 廃カセット缶・エアゾール缶 汚泥焼却設備休止

行動プラン」策定

六和クリーンセンター休炉 第３中継所廃止

完成 

（平成10年1月）

（平成10年3月）

（平成12年4月1日）

松戸市民憲章制定

松戸市行政リストラ市民

画に基づき機構改革を実施

公文書公開制度スタート

松戸市行政リストラ実施計

会議が発足
「常盤平けやき通り」が新

７年

国分川分水路完成

中央保健センターオープン

平成　５年 市制施行５０周年

６年 第５次総合５ケ年計画

（平成10年12月10日） ごみ処理基本計画策定

１０年 松戸市総合計画スタート

・日本街路樹百景に

松戸市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例全部改正

人権尊重都市宣言
（平成10年4月1日）

 

 
松戸警察署移転

ﾋﾙ市)と姉妹都市提携再調印

計画策定

大谷口歴史公園開園

「松戸市役所エコオフィス

 

処理装置設置 汚泥等市内焼却施設で焼却
介護保険制度スタート

ご　み　処　理 し　尿　処　理

武蔵野線「東松戸駅」が （平成9年4月1日）

年　　代 市　の　歴　史

松戸市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例施行規則
21世紀の森と広場・博物 全部改正

病院開設

９年

８年 八ヶ崎消防署開署

松戸市事業系廃棄物対策総合

和名ケ谷スポーツセンター
竣工　　（平成8年3月）

開設

新条例施行 第２中継所廃止

粗大ごみ有料化実施

健康福祉会館完成
千葉県西部防災センター
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家電４品目を家電リサイクル
法に基づきリサイクル

資源ごみのうち紙類を問屋に

大型生ごみ処理機設置モデル
事業開始（平成13年9月）

「循環型社会構築検討委員
会」より提言を受ける

８分別収集開始

　・陶磁器ガラスなどのごみ

（平成16年4月）

　・資源ごみ

（平成13年4月1日）

　　　　　プラスチック

有料化（平成13年5月1日）
　・燃やせるごみ

（平成14年4月1日）

ペットボトル処理施設設置
（平成13年4月1日） 

ペットボトル（拠点・集団回

松戸駅に行政サービスセン

１５年

（平成13年4月1日） 

開始
資源ごみ一部を民間処理委託

直納    （平成13年4月1日）

ごみ処理基本計画策定
（平成14年11月）

し　尿　処　理

　・有害ごみ
　・粗大ごみ

　・その他のプラスチック

　・ペットボトル
　　　　　などのごみ

ご　み　処　理

（平成15年3月）

（平成13年4月1日） 

　・リサイクルする

浄化槽汚泥処分手数料
年　　代 市　の　歴　史
平成１３年

１４年

焼却灰の一部を資源化（エコ
セメント）　（平成13年4月） 

ペットボトル（拠点回収分）
の全量を容器リサイクル法に
基づきリサイクル

祝日収集開始

（平成17年3月）

法に基づきリサイクル

総合計画 第２次実施計画

収）の全量を容器リサイクル

市制施行６０周年

六和クリーンセンター廃止

１６年 「松戸市安全で快適なまち
づくり条例」の施行

がスタート

ター設置
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アスベストを含む家庭用品の
回収　（平成17年11月16日）

根木内歴史公園オープン ペットボトル一部売却

東部クリーンセンター
処理能力変更（平成21年4月）

その他プラスチックを一部
資源化処理 （平成22年4月）
資源ごみのうち紙・布類を問
屋に直納（平成22年4月1日）
ペットボトルの全量（拠点・
集団回収）を民間処理委託

１８年

１９年

戸定邸が国の重要文化財に

市役所正面玄関前に「キッ
スタート

小型家電リサイクル法に基づ

クル　　　　(平成26年1月)

実施  （平成27年5月～7月）

庭園）が国指定名勝に指定

２６年

２７年 給食残渣資源化モデル事業を

靴・バッグ・ベルトの回収
事業を開始 （平成27年5月）

チン・ガーデン」が開園

推進 （平成17年4月1日）

旧徳川昭武庭園（戸定邸
ごみ処理基本計画策定
　　　　　 （平成26年3月）

担当部が環境部となる

計画）スタート
後期基本計画（第４次実施

によりリサイクル

廃棄物減量及び適正処理条例インターハイ～千葉きらめ

戸定邸から眺める富士山が

・フェンシング）
（平成17年8月）

き総体～開催（自転車競技

（平成17年4月1日。但し過料
「関東の富士見百景」に

「もったいない運動」を

は7月1日から）

家庭系パソコン回収システム

　　　　（平成22年4月1日）

き使用済み小型家電をリサイ

燃やせるごみの収集にポリ袋

本部制廃止に伴い、環境
２５年 行政組織改革が行われ、

を追加　（平成23年7月1日）
２３年

２２年
300㎘/日→200㎘/日

市政施行65周年を記念し
２１年 切手シートを発売

千葉大学に園芸学部移転反
対の署名簿提出

２０年 矢切斜面林の一部を特別 ごみ処理基本計画策定
緑地保全地区に指定 　　　　（平成20年3月）

歴史公園100選」に選定

年　　代 市　の　歴　史 ご　み　処　理 し　尿　処　理

戸定が丘歴史公園が「日本 　
協働推進課の設置

平成１７年

持去り行為を禁止、違反者

を一部改正、家庭ごみ集積所

（平成18年4月）

　

東松戸ゆいの花公園開園

からのごみ(資源ごみ等)

には５万円以下の過料を科す

松戸市警防ネットワークが

指定される
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